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ネットワーク形成の背景
１．国際協力と大学
 国立大学の法人化（2004）： 国際協力プロジェクトの受託、社会貢献としての国際協力

 国際教育協力懇談会（2006）： 知的源泉としての大学を有効活用した知的貢献、開発ニーズと大

が有する援助リソースのマッチング、知的コミュニティの構築

 総合科学技術会議(2007.4)： 途上国に対するODAを活用した科学技術協力の強化（科学技術外

交の強化）

 「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業（2007～2010）：農学知的支援ネットワーク

形成による国際教育協力強化・推進のためのモデル構築等


閣僚懇談会（2008.7）： 留学生30万人計画（2020年を目途に30万人の留学生を受入）

 地球規模課題に対応する国際科学技術協力（2008～）： 大学の参画を想定した協力スキーム

２．大学の現状と課題
 国際協力参画のための実施体制が脆弱

 研究者個人の努力と情熱に依存、研究者個人の負荷が大きい、活動が限定的

 国際協力のノウハウが組織内外に蓄積・共有されにくい

 国際協力に関わる人材の不足（サブおよびロジ）

 大学の国際協力への参加を推進する仕組みが必要



国際協力推進に係る大学の現状と課題
～ネットワークの意義～

参
入
障
壁

1. 大学の首脳・経営陣、他教

員・研究員、事務職員の国際
協力に対する理解が不足。

2. 対応可能な専門領域、従事可
能な時間が限定的。

3. 国際協力事業のマネージメン
ト能力、事務処理能力が不足。

4. 他大学、民間コンサル等の事業

パートナーを探そうにも、時間がない、
誰にコンタクトして良いか分からない、
他事例の情報も知らず交渉が苦手。

大学間の
知的支援ネットワーク⇨サブからロジまで、特定の個人

が孤軍奮闘するが評価されない。
インセンティブが働かない。

⇨個人・大学単体では（特に一定規模以上
の案件の）資格要件が満たせない或いは
プロポーザルの評価が低い。

⇨⇨受注できる案件が限定的或いは案
件を受注できない。

⇨契約交渉・変更、案件管理（工程管
理等）、報告書作成、精算などで予期
せぬトラブルに悩まされる。

国際協力実施機関との連携による

効果･効率的な事業実施
個人または

大学単体



活 動

①国際協力活動実施に必要な業務支援

②分散した知識・技術（人的資源）のネットワーク化

③研究者、教員のモチベーションの維持・向上

④ネットワーク活動による受託事業の促進

⑤国際協力活動に対する大学関係者及び一般社会の理解促進

⑥その他、本会の目的を達成するために必要な活動

（会則 第3条）

JISNASの目的と活動
設立： 平成21年（2009年）11月30日

目的： 本会は、農学分野における教育・研究・社会貢献等に係わる国際協力活動への参

加の意図を有する大学間の連携及び大学と我が国の国際農業研究機関との連携を促進

するために設置し、これら関係機関によるネットワーク体制の整備を行い、国際協力活動

の推進に資することを目的とする。 （会則 第2条）



ネットワークの運営体制



ネットワークのメンバー
○団体会員 40団体 ○個人会員 50名 （2013年9月末時点）

北海道大学大学院農学研究院 京都大学

酪農学園大学野生動物医学センター 大学院農学研究科

弘前大学農学生命科学部 大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

東北大学大学院農学研究科 アフリカ地域研究資料センター

山形大学農学部 東南アジア研究所

新潟大学農学部 神戸大学大学院農学研究科熱帯有用植物学研究室

茨城大学農学部 岡山大学農学部

筑波大学大学院生命環境科学研究科 広島大学大学院生物圏科学研究科

宇都宮大学農学部 鳥取大学農学部

政策研究大学院大学International Development Studies Program 香川大学農学部

東京大学大学院農学生命科学研究科 九州大学

東京農業大学国際協力センター 熱帯農学研究センター

東京農工大学大学院農学研究院 大学院農学研究院

東海大学海洋学部 宮崎大学農学部

静岡大学農学部 鹿児島大学

信州大学農学部 理学部

岐阜大学応用生物科学部 国際戦略本部

名古屋大学 農学部

大学院生命農学研究科 琉球大学農学部

大学院国際開発研究科 J-FARD（持続的開発のための農林水産国際研究フォーラム）

農学国際教育協力研究センター アジア経済研究所アフリカ研究グループ(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ)

名城大学農学部

三重大学大学院生物資源学研究科

北海道大学大学院農学研究院 京都大学

酪農学園大学野生動物医学センター 大学院農学研究科

弘前大学農学生命科学部 大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

東北大学大学院農学研究科 アフリカ地域研究資料センター

山形大学農学部 東南アジア研究所

新潟大学農学部 神戸大学大学院農学研究科熱帯有用植物学研究室

茨城大学農学部 岡山大学農学部

筑波大学大学院生命環境科学研究科 広島大学大学院生物圏科学研究科

宇都宮大学農学部 鳥取大学農学部

政策研究大学院大学International Development Studies Program 香川大学農学部

東京大学大学院農学生命科学研究科 九州大学

東京農業大学国際協力センター 熱帯農学研究センター

東京農工大学大学院農学研究院 大学院農学研究院

東海大学海洋学部 宮崎大学農学部

静岡大学農学部 鹿児島大学

信州大学農学部 理学部

岐阜大学応用生物科学部 国際戦略本部

名古屋大学 農学部

大学院生命農学研究科 琉球大学農学部

大学院国際開発研究科 J-FARD（持続的開発のための農林水産国際研究フォーラム）

農学国際教育協力研究センター アジア経済研究所アフリカ研究グループ(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ)

名城大学農学部

三重大学大学院生物資源学研究科



大学A

大学E

政府研究
機関等

大学D

大学C

大学B  

ネットワークの基本イメージ

民間企業
NGO等

途上国のニーズ
（農学分野）

協力実施
（留学生受入、

国際共同研究等）

共同による知と
経験の共有

・日本政府（外務省、
文科省等）

・国際協力実施機関

農学知的
支援

ネットワーク



ネットワークの業務範囲と期待される効果
（国際協力プロジェクトの受注）

知的・人的資源の提供
（契約）

ネットワーク

支
援

大学A

大学
B

個人

企業

団体

○ネットワーク機能を活用した会員大学
等への支援の内容（業務範囲）
・公示・公募情報の収集・共有
・共同企業体結成支援・補強要員の推薦
・プロポーザル作成支援（サブ・ロジ）
・ODAに関する制度や諸規程等に関する
各種照会への対応
・国際協力に関するノウハウの蓄積・共
有・発信（「農学国際協力」誌の発刊）
・行政、実施機関等への助言、提言
・国際協力を志す学生への就職情報の提
供

○期待される効果
＜大学＞
・国際協力活動の推進（社会貢献）
・関係機関・団体との交流・協力の促進
・研究者個人の業務負荷の軽減、国際協力に対す
るモチベーションの維持・向上
・国際協力に関するノウハウの獲得、発信の場の
確保
・国際協力への参画を通じた教育・研究活動の深
化（実践的な教育研究の強化）
＜行政、実施機関等＞
・大学の知的・人的資源の活用を通じた国際協力
事業の質の向上
・日本の知見の発信、国際協力人材の質・量の向
上を通じた日本のプレゼンス向上



JISNAS会員と事務局との情報伝達の流れ

農学知的支援
ネットワーク

事 務 局

団 体 会 員
・代表者（研究科長・学部長等）
・コンタクトパーソン

個 人 会 員

教 員 研究員 学 生



大学による国際協力事業の形態

１．留学生・研究生の受入

２．集団研修（受託、講師）

３．技術協力プロジェクト（直営型、契約型（一括受託、共同事業体、補強））

４．地球規模課題対応国際科学技術協力事業

５．科学技術研究員派遣事業 （2012年度で終了）

６．草の根技術協力事業（パートナー型、支援型、地域提案型）

７．その他（調査研究等）



１. ＪＩＣＡ技術協力

「アフガニスタン未来への架け橋・中核人材育成プロジェクト」

 ５年間（2011‐2015）最大500名の

アフガニスタン留学生（修士）を受け入れ

農学分野では2011年度7名,2012年度13名,2013年度24名を受け入れ

ＪＩＳＮＡＳの活動事例

JISNASは『平成24年度 PEACE合同プログラム農業分野分科会』の開催支援



農学分野では2011年度７名、 2012年度13名、2013年度24名を受け入れ

第１バッチ 第２バッチ 第３バッチ

新潟大学 1

東京農業大学 3 1 3

名古屋大学 1 1

京都大学 1 1

宮崎大学 1 3 5

横浜市立大学 1

三重大学 2 2

岡山大学 2

島根大学 2 1

九州大学 1 2

茨城大学 4

筑波大学 3

東京大学 1

広島大学 2

農学分野における受入大学と受入人数の推移



時期： 2012年9月24日－26日（3日間）

参加者：研修生、指導教員、ＴＡ、JICA関係者、JISNAS関係者

成果： アフガニスタンと日本における農業の現状と課題の相互理解

アフガニスタン国の農業・農村開発分野の現状・課題とJICAの協力方

針に関する留学生、指導教員及びJISNAS関係者の理解の深化。

日本の農業事情、農学研究に関する留学生及びJICA関係者の理解の

深化。

留学生の研究計画、PEACEの効果や研究成果の

あり方に係る留学生、指導教員、JICA関係者

及びJISNAS関係者間の認識の共有
13

PEACE合同プログラム/農学分野分科会
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合同プログラムおよび農学分科会スケジュール(2012年)
全体スケジュール 農学分科会

9⽉24⽇ ⽉ 開講式

・プログラムの⽬的説明（JISNAS事務局 浅沼修⼀）

・講演「⽇本の農業、150年間の開発の主要要因」
    （名古屋⼤学 ⽣源寺眞⼀教授）

・広島平和記念館⾒学

・広島平和都市計画（広島市役所）

9⽉25⽇ ⽕ 午前 分野別ワークショップ ・研究計画発表「⾃分の研究テーマとアフガニスタンにおける意義」

・研究計画発表「⾃分の研究テーマとアフガニスタンにおける意義」

・JICAのアフガニスタン農業農村開発⽀援プログラムの紹介

    （JICA農村開発部 松浦由佳⼦）

・⽇本⼈向けミニ講演「アフガニスタンの農業と農業研究の現状」

    （元JICA専⾨家 増永⼆之、鈴⽊隆裕）

・グループ討論「課題抽出・分類・課題体系図作成、まとめ」

３グループ：農業⽣産性向上、農村開発、⽔資源

夜 交流イベント

9⽉26⽇ ⽔ グループ発表（３分科会合同）

閉講式・解散

午後 農業研究所訪問：近畿中国四国農業研究センター

午前

午後

午後

午前

分野別導⼊講義開始

分野別ワークショップ（続き）



個別研修

２. ＪＩＣＡ課題別研修

「アフリカ地域稲作振興のための中核的農学研究者の育成」

実施期間：2012‐2014年度

CARDイニシアティブへの大学貢献として、JICA課題別集団研修を受託し

JISNASネットワークを活用した短期研修（１ヶ月）を実施しています。

コア研修 達成目標

農学研究者としての基
礎知識を習得

研修員の専門に応じ
た知識技術理論的思

考の訓練と習得

1. 稲作研究の基礎知識の習得
2. 専門に応じた
知識技術理論的思考の習得
3. アクションプランの作成

JISNASネットワークの活用!!

ＪＩＳＮＡＳの活動事例



JISNASﾈｯﾄﾜｰｸによる
研修員と受入大学

の効果的な
専門分野のマッチング!!

 2012年度：研修員10名、5大学が連携して実施

山形大学・新潟大学・名古屋大学

・三重大学・京都大学

 2013年度：研修員14名、7大学が連携して実施

山形大学・新潟大学・名古屋大学・三重大学

・京都大学・岩手大学・茨城大学



３. ＪＩＣＡ‐ＪＩＳＮＡＳ連携事業 大学院生の青年海外協力隊

「食料の安全保障隊（仮称）」プログラム

日本の大学院生を青年海外協力隊としてアフリカ地域に派遣し、①アフリカの

食料安全保障への貢献、②国際的な視野を持った日本の農学人材の育成、

③日本の大学、ＪＩＣＡ及びアフリカ農業関連研究機関間の人的ネットワーク

の構築・強化を目指す。

ＪＩＳＮＡＳの活動事例



アフリカ側の協力ニーズ
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エチオピア
JICA技術協力「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及
プロジェクト」

ウガンダ JICA技術協力「コメ振興プロジェクト」

マラウィ JICA技術協力「持続可能な土地管理促進プロジェクト」

ケニア
SATREPS「テーラーメード育種と栽培技術の開発による東アフリ
カの生物的・非生物的ストレス条件下における稲作の安定化お
よび生産性向上」

ブルキナファソ
SATREPS「アフリカサヘル地域の持続可能な水・衛生システム開
発」

モロッコ
JICA技術協力「モロッコ小型浮魚資源調査能力強化プロジェク
ト」

スーダン 連邦農業省農業研究機構、ハルツーム大学農学部

ザンビア JICA技術協力「コメを中心とした作物多様化推進プロジェクト」

アフリカ・ライス・
センター

国際機関
※2012年1月の調査時点



本プログラムに関心を示した大学

• 山形大学

• 東京大学

• 東京農工大学

• 宮崎大学

• 新潟大学

• 鳥取大学

• 名城大学

• 名古屋大学

• 東京農業大学

• （国際農林業協働協会）

※回答受け付け順

19

JISNAS事務局からの照会メール（2011.10.25付）への回答結果



＜実施事例と計画案件＞

 実施

 計画

青年海外協力隊「食料の安全保障隊（仮称）」プログラム構想

ブルキナファソ 山形大学Ｍ２（短期派遣H24.6‐H24.10）

ウガンダ 千葉大学Ｍ１（短期派遣H24.7‐H25.1）

エチオピア 名古屋大学Ｍ２（短期派遣H25.6‐H26.3）

ケニア 山形大学（長期 H26派遣予定）

タンザニア 酪農学園大学Ｄ１（長期 H26派遣予定）

ベナン共和国 高知大学Ｍ１（長期 H26派遣予定）



ＪＩＳＮＡＳの活動事例

４. 学術誌「農学国際協力」（査読付）

国際協力に係わる農学研究者や開発研究者の業績が

評価されるしくみの必要性

研究成果を発表する 学術誌「農学国際協力」（査読付）

をリニューアル刊行

JISNASが編集委員を委嘱。

一般投稿受付中



編集委員会（任期H2013.4.1～H2015.3.31)

編集委員長

緒方　一夫 九州大学熱帯農学研究センター・教授

副編集委員長

安中　正実 国際農林水産業研究センター・理事

編集委員

浅沼　　修一 名古屋大学農学国際教育協力研究センター・教授

石川　智士 総合地球環境学研究所・准教授　

柏木　純一 北海道大学大学院農学研究院・講師
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Vol.13（2013年刊行予定）原著論文4報、総説2報、ケースレポート6報 査読中

Vol.14（2014年刊行予定）テーマ「国際的に活躍する人材、そのキャリアパス」
のケースレポートを中心に原稿募集中



５．途上国の大学に対する国際教育協力の推進

ＪＩＳＮＡＳの活動事例

１）ミャンマー農業人材育成支援に向けた取り組み

イエジン農業大学への実学をもとにした教育協力（教育・技術協力プ

ロジェクト）。

２）カントー大学（ベトナム）支援に向けた協力の可能性

３）アスンシオン大学（パラグアイ）で新設予定のｱｸﾞﾛｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ学科

への協力の可能性

パラグアイにおけるアグロインダストリーに係る高等教育強化を通じ

た人材育成にむけ、JISNAS会員大学の支援リソースの活用の可能

性を模索。

複数の大学による
協働支援



ＪＩＳＮＡＳの活動事例

６．国際協力活動に関する情報紹介

１） 文部科学省：

BIOTROP（SEAMEOセンター）専門家（短期）

２） ＪＩＣＡ：

アフリカ稲作専門家、エチオピア残留農薬研究者、高等教育
支援（ミャンマー、ベトナム、インドネシア、ケニア）

JISNASネットワークの活用
による

専門家の紹介事例



会員登録

種別： 団体会員、個人会員

会費： 無料

（総会等の会議出席に必要な旅費等の経費はそれぞれが負担）

入会方法： ホームページ上から手続き可能

http://jisnas.com/request/index.html

入会申し込み希望の方は、JISNAS事務局までご一報ください

Tel:052‐788‐6166 jisnas@agr.nagoya‐u.ac.jp 



JISNASホームページ

http://jisnas.com
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ご清聴ありがとうございました。



農学知的支援ネットワーク事務局
（名古屋大学農学国際教育協力研究センター内）

464‐8601名古屋市千種区不老町

TEL: 052‐788‐6166 FAX: 052‐789‐4222
E‐mail: jisnas@agr.nagoya‐u.ac.jp

Web: http://jisnas.com/

本日の配布資料は、JISNASﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ（http://jisnas.com/news/239.html）からダウンロードできます。
また、データ（CD）でも用意いたしますので、JISNAS事務局までお申し付けください。


